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 校章の由来  

昭和５２年に、福光、石黒、広瀬の３校を統合し、福光中部小学校

として開校した。日本を象徴する桜の花を形どり、３枚の花びらが重

なっている。これは、統合する三つの小学校がいつまでも仲良く、共

に元気に助け合いながら伸びていってほしいという願いが込められて

いる。（平成２１年に福光西部小学校と統合）  
 


